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PCI Express®用ザイリンクスLogiCORETM

Endpoint COREとOKIアイディエス製

iDMAC®ソリューションを組合わせることで、

PCI Express®の転送能力を最大限に向上可能

PCI Express®デザイン構築の為の主要機能を
プラットフォーム化してあるため開発期間を
大幅に短縮可能

ユーザ回路部のみの変更（開発）で
PCI Express®を使用した各種のアプリケーション
に適用可能

歴代デバイスからのソリューション継承による
安定動作

DMAライト：メインメモリ→ローカルメモリ
DMAリード：ローカルメモリ→メインメモリ

iDMAC®

PCI-Express Gen3 ｘ８
対応完了

ＤＭＡの自動連続チェーンを実現

●iDMAC® ソリューション（iDMAC® for Gen3） DMAC構造図

Gen3 x8 
DMAベンチマーク

Gen3 x8 
DMAベンチマーク

iDMAC® for Gen3 転送性能

 CDT（Command Descriptor Table）リストにより、DMA転送の自動
連続チェーンを実現。

 分散したメインメモリ上のBuffer情報をFPGA内でリスト（CDT List）
化し、メインメモリとローカルメモリ間でデータを自動転送します。

ＫＩＮＴＥＸ／VIRTEX ＵｌｔｒａＳCALE
Ｇｅｎ３ｘ８完全対応

Virtual Function
SR-IOV 対応完了

iDMAC® for Gen3
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特 徴

ＺＹＮＱ－７０００ Ａｌｌ Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ Ｓｏｃにて
ＰＣＩ－Ｅｘｐｒｅｓｓ® ＲｏｏｔＣｏｍｐｌｅｘ機能を実現

ＦＰＧＡ ｔｏ ＦＰＧＡでのＰＣＩ－Ｅｘｐｒｅｓｓ® 転送でも
公証帯域の性能を確保

ザイリンクス ZYNQ-7000 All Programmable SoC対応

Endpoint

利 点

公証帯域を確保する為のＤＭＡ機能は、iDMAC® により実現

組込ＭＰＵボードをＺＹＮＱで構成した場合でも拡張Ｉ／ＦにＰＣＩ-Ｅｘｐｒｅｓｓ®を採用可能

ＦＰＧＡ（ＺＹＮＱ）にてＰＣＩーＥｘｐｒｅｓｓ® ＨＯＳＴ（ＲｏｏｔＣｏｍｐｌｅｘ）を容易に構成可能

ＰＣＩーＥｘｐｒｅｓｓ®システムにおいて、Ｒｏｏｔ Ｃｏｍｐｌｅｘ ＤＭＡ と Ｅｎｄｐｏｉｎｔ ＤＭＡを実現可能となるため
ＰＣＩーＥｘｐｒｅｓｓ®の最高転送性能を実現可能。（Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ応答レイテンシを排除したＤＭＡが可能）

遂にＦＰＧＡで
ＲｏｏｔＣｏｍｐｌｅｘが

実現可能に！

RootComplex
iDMAC® for

デバイス PCIeスペック DMAライト DMAリード

Artix®-7 Gen2 1Lane 415 [Mbyte/S] 404 [Mbyte/S]

Spartan®-6 Gen1 1Lane 202 [Mbyte/S] 213 [Mbyte/S]

【データ転送性能】

DMA ライト：Root Complex → Endpoint
DMA リード：Endpoint → Root Complex

Root Complex

PCI Express
トポロジが

FPGAで構築可能

PCI Express
Topology

ＦＰＧＡ ｔｏ ＦＰＧＡ間でＰＣＩ－Ｅｘｐｒｅｓｓ® ＬＩＮＫ構成
が実現可能
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ＴＥＬ ： ０２７－３２４－２１３９（直通）
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